
以下必要事項をご記入の上、FAX：03-6229-1940またはE-mail: gyomu1@jef-site.or.jp までお申込み下さい。

≪お問合せ≫ 一般社団法人日本技術者連盟 〒107-0052 東京都港区赤坂2-2-19 アドレスビル5F

TEL ： 03-6229-1946 FAX ： 03-6229-1940 E-mail: idota@jef-site.or.jp ／ gyomu1@jef-site.or.jp

参 加 申 込 書

日中原子力発電機器・部品コンソーシアム合同Workshop

開催のご案内

貴社名/貴団体名 所属学会/団体名

部署名 役職

お名前 E-mail

ご住所 〒

TEL FAX

日時： 2016年 7月 19日（火） 9：00～11：30

会場： 中央大学 駿河台記念館 610号室 （中央・総武線御茶ノ水駅/千代田線新御茶ノ水駅（B1出口）/丸ノ内線御茶ノ水駅)

議題： １）「ご挨拶」／国際原子力発電機器・部品コンソーシアム 顧問 佐々木宜彦

２）「NPECの現状報告」／国際原子力発電機器・部品コンソーシアム 委員 諸葛 宗男

３）「中国側代表挨拶」

「核電城プロジェクトの現状と将来展望」/海塩県人民代表大会常務委員会 副主任 徐 林春 氏

４）「日中原子力機器・部品サプライチェーンについて」／海塩県支援核電弁公室 主任 徐 瀏華 氏

①中国の原子力機器・部品市場規模について

②中国の原子力機器・部品の入札手続き

③中国の原子力機器・部品の基準化・規範化の動きについて（中核集団、広核集団）

④具体的な入札案件について

５）「今後のNPECの役割と具体的なスケジュールについて」／NPEC事務局

費用： 無 料 / 関連資料配布 定員：60名 （但し、定員になり次第締め切らせて頂きます）

主催： 一般社団法人日本技術者連盟 国際原子力発電機器・部品コンソーシアム

▼開催概要

平素は「国際原子力発電機器・部品コンソーシアム」に多大なご支援を賜り厚く御礼申し上げます。

去る4月の海塩県人民政府及び中国核工業集団公司関係者との協議成果を踏まえて、この度、本コンソーシアムを支援するため、

海塩県人民政府代表団が訪日されます。

本コンソーシアムを至急立ち上げ、日中間の原子力発電機器・部品ビジネスを軌道に乗せるため、海塩県人民政府代表団との間

で、具体的な入札案件への取組等について協議を行うこととなり、「日中原子力発電機器・部品コンソーシアム合同
Workshop」を開催する運びとなりました。
ご多忙の事と拝察致しますが、来る7月19日（火） 09：00～11：30中央大学駿河台記念館610号室において開催致します。

万障お繰り合わせの上、来臨賜ります様ご案内旁々お願い申し上げます。

「国際原子力発電機器・部品コンソーシアム」

委員長： 鷲見 禎彦

委員： 松井 一秋 / 尾本 彰 / 諸葛 宗男 / 内藤 香

顧問： 佐々木宜彦 / 野々内 隆 / 榎本 聰明 / 秋元 勇巳

企業委員： 伊藤忠商事㈱ / ㈱IHI / ㈱荏原製作所 / オルガノ㈱ / 富士電機㈱ / ㈱スリー・アール / 日立造船㈱ / 平田バルブ工業㈱ /

㈱ダイヤコンサルタント / イーエナジー㈱ / 日本検査㈱ / 東亜バルブエンジニアリング㈱ / 岡野バルブ製造㈱ / 新日本非破壊検査㈱ 他

（敬称略）

団長： 徐林春 （海塩県人民代表大会常務委員会 副主任）

メンバー：徐瀏華 （海塩県支援核電弁公室 主任） 黄華忠 （海塩県秦山街道弁事処 顧問）

唐 強 （海塩県商務局 課長） 通訳：任明誠（北京太比雅科技股份有限公司 副主任研究員）

▼海塩県政府日本コンソーシアム支援訪問メンバー

参加費 無料!! 受付 先着順!!

中国への原子力発電ビジネスに関わる方々へ 輸出促進のヒントがすべてここにあります！


